
CONTENTS

米子市空き家等の適正管理に関する条例
が制定されました P２

市民課窓口の混雑緩和にご協力を P４

固定資産の確認にお出かけください P６
情報クローズアップ
幸せな社会づくりをめざして／美術館通信

P８
P10

くらしの情報
みんなの健康
３月の催し

P11
P17
P18

水鳥公園からのたより／「よなごの宝88選」から P20

米子市ホームページ　URL　http://www.city.yonago.lg.jp/

2013年（平成25年）３月　No . 96広報

米子桜まつり
　米子市の桜の名所「湊山公園」では、
春の訪れとともに約450本もの桜が咲
き誇ります。
　桜の木の保護のため、昨年から期間
中はバーベキューなどの火気の使用
（ガスの使用を含む。）を禁止しており
ます。
　ご理解とご協力をお願いします。
関連記事：Ｐ３「2013 米子桜まつり
火気使用禁止のお願い」
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空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

～
米
子
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
～

県
内
初
の
条
例
制
定

　

米
子
市
で
は
、
危
険
な
状
態
の

空
き
家
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

放
置
さ
れ
老
朽
化
が
進
む
と
、

建
築
材
の
落
下
や
倒
壊
に
よ
っ
て

通
行
人
に
危
害
が
及
ん
だ
り
、
不

特
定
者
の
侵
入
に
よ
る
犯
罪
や
火

災
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
険
な
状
態
の
空

き
家
に
起
因
す
る
問
題
に
適
切
に

対
処
し
、
安
全
・
安
心
な
市
民
生

活
を
確
保
す
る
た
め
、
所
有
者
等

（
所
有
者
の
ほ
か
、
相
続
人
や
占

有
者
な
ど
も
含
み
ま
す
。）
の
管

理
義
務
を
い
ま
一
度
明
確
に
し
た

上
で
、
こ
れ
が
果
た
さ
れ
な
い
も

の
に
対
し
、
一
定
の
基
準
を
設
け

て
市
が
関
与
し
て
い
く
手
続
を
定

め
た
条
例
を
鳥
取
県
内
で
初
め
て

制
定
し
、「
米
子
市
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
と
し

て
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
ま
す
。

空
き
家
の
管
理
は

所
有
者
等
の
責
任
で
す

　

空
き
家
は
、
所
有
者
等
の
財
産

で
す
。
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い

れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
管

理
不
全
が
原
因
で
事
故
が
発
生

し
、
他
人
に
被
害
を
与
え
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
損
害
賠
償
を
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
に
す
る
と
き
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
に
心
が
け
、
万
が
一

の
事
態
に
備
え
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

○
ご
近
所
や
自
治
会
な
ど
に
連
絡

先
を
伝
え
て
お
く
。

○
定
期
的
に
様
子
を
見
る
よ
う
に

し
て
、
戸
締
り
に
注
意
し
た
り
、

家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
破
損

が
な
い
か
点
検
す
る
。

○
ご
自
身
で
の
管
理
が
困
難
な
場

合
は
、
業
者
や
知
り
合
い
の
方
な

ど
に
管
理
を
依
頼
し
て
お
く
。

条
例
の
内
容

定
義

　

こ
の
条
例
で
使
用
す
る
用
語
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
規
定
し
ま
す
。

○
空
き
家
等

　

市
内
に
所
在
す
る
建
物
そ
の
他

の
工
作
物
で
、
常
用
に
供
さ
れ
て

い
な
い
も
の

○
危
険
な
状
態

・
老
朽
化
等
に
よ
り
、
倒
壊
や
建

築
材
等
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
状
態

・
不
特
定
の
者
が
侵
入
し
、
犯
罪

や
火
災
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
状
態

所
有
者
等
の
責
務

　

空
き
家
等
の
所
有
者
、
占
有
者

そ
の
他
空
き
家
等
に
つ
い
て
権
原

を
有
す
る
者
は
、
当
該
空
き
家
等

が
危
険
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
、
当
該
空
き
家
等
を
適
正
に
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
ま
す
。

調
査

　

適
正
な
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い

な
い
空
き
家
等
に
つ
い
て
調
査

で
き
る
こ
と
と
し
、
必
要
に
応
じ

て
空
き
家
等
や
そ
の
敷
地
に
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

ま
す
。（
立
入
調
査
を
行
な
う
職

員
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
ま

す
。）

助
言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令

　

調
査
の
結
果
、
そ
の
空
き
家
等

が
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
所
有
者
等
に
対
し
、
改

善
に
つ
い
て
助
言
指
導
、
勧
告
、

命
令
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
ま
す
。

公
表

　

命
令
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な

理
由
な
く
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た

と
き
は
、
そ
の
者
の
住
所
、
氏
名
、

空
き
家
等
の
所
在
地
、
命
令
の
内

容
な
ど
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
ま
す
。

代
執
行

　

命
令
を
受
け
た
者
が
、
当
該
命

令
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と

が
著
し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
行
政
代
執
行
法

に
基
づ
い
て
市
が
措
置
を
し
、
そ

の
費
用
を
当
該
命
令
を
受
け
た
者

か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
ま
す
。

関
係
機
関
と
の
連
携

　

条
例
施
行
に
関
し
必
要
が
あ
れ

ば
警
察
そ
の
他
の
関
係
機
関
に
協

力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
ま
す
。

審
議
会

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
等

の
対
策
に
つ
い
て
協
議
す
る
た

め
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す

る
米
子
市
空
き
家
等
対
策
審
議
会

を
置
く
こ
と
と
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

建
築
指
導
課
危
険
家

屋
対
策
室
（
☎
23
―
５
２
８
８
）



米子市交通災害共済の加入受付を行ないます
～ご家族そろって加入されませんか～

　「米子市交通災害共済」は、手ごろな掛金で加入でき、交通事故で死亡・入院・通院された場合に保障される共済事業です。
米子市内にお住まいの方は、どなたでもご加入いただけます。広報よなご３月号と一緒に加入申込書をお配りしていますの
で、ご利用ください。加入申込書は防災安全課（市役所本庁舎３階）、および市内の取扱金融機関にも置いてあります。
■加入できる方　米子市にお住まいの方（住民票のある方）
■共済期間（保障期間）　平成25年４月１日～平成26年３月31日※中途加入の場合：加入日の翌日～平成26年３月31日
■共済掛金　１口あたりの年額は1,000円（５月以降の中途加入は減額）で、１人３口まで加入できます。くわしくは加入申
込書でご確認ください。
■加入申込方法　加入申込書と掛金をご持参のうえ、次のところでお申込みください。市役所の窓口では、加入申込でき
ません。
●市内の取扱金融機関　山陰合同銀行、鳥取銀行、島根銀行、米子信用金庫、中国労働金庫の米子市内の各本支店で、
平成25年３月から随時受付けます。
●お近くの公民館　３月のみ受付けます。各公民館（淀江地区は市役所淀江支所）により受付日時が違いますので、広報
よなご３月号と一緒にお配りした「米子市交通災害共済の申込受付日時について」のチラシまたは米子市ホームページ
でご確認ください。
●全労済鳥取県本部西部支所窓口（米子市東町１８９－２、西部労働者福祉会館内）
■共済金（１口あたりの保障額）
交通事故によって死亡・入院・通院された場合、共済金が支払われます。くわしくは、加入申込書でご確認ください。
・死亡…100万円
・入院…１日につき 2,000円（入院５日目以降連続して180日分まで。）
・通院…１日につき 1,000円（90日分まで。）
■問合せ　防災安全課（☎２３－５３３９）

2013米子桜まつり　火気使用禁止のお願い
　米子市の桜の名所「湊山公園」では、春の訪れとともに約450本もの桜が咲き誇ります。
　期間中は、大小のボンボリに明かりを灯し、夜桜も楽しんでいただけます。４月７日（日）、
13日（土）は、出張ラジオの公開生放送などイベントも予定しております。
　近年、余熱のある炭の投げ捨て、食べかすの放置などが目立ち、煙が原因と思われる桜の
花付きの減少、直火により数か所のコケが焼けている現状などから、昨年、桜の木の保護、
安全管理を考慮し火気の使用を禁止といたしました。
　その結果、昨年は日中の来場者も増え、約30,000人の方にご来場いただきました。
　昨年に引き続き、本年も期間中のバーベキューなどの火気の使用（ガスの使用を含む。）を禁止します。ご理解とご協力を
お願いします。
【注意事項】※満開時は、駐車場が大変込み合いますので、公共交通機関をご利用ください。

※仮設ゴミ箱は設置していませんので、ゴミの持ち帰りにご協力ください。
※ロープ・ビニールテープ等での場所取りは歩行に危険ですので禁止いたします。ブルーシート等での場所確
保は可能ですが、必ず人がいる事が条件です。悪質な場所取りについては撤去させていただきます。

■と き　４月５日（金）～14日（日）※桜の開花状況により、変更あり。
■ところ　湊山公園（桜の園周辺）
■問合せ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

●加茂川・中海遊覧「さくら船」
旧加茂川沿いの桜並木、湊山公園の桜を遊覧船から、ゆっくり眺めてみませんか。
■とき　３月29日（金）～４月14日（日）午前10時・午後２時出航（所要時間：約50分）
※桜の開花状況により、変更あり。
■料金　大人：1,200円、小人：600円（要予約）
■申込・問合せ　米子市観光案内所（☎２２－６３１７）

●米子下町観光ガイドと歩く「米子城跡石
せきぶ つ

仏めぐり」
米子下町観光ガイドの案内のもと、米子城山の桜を眺めながら、石仏をめぐります。
■とき　4月6日（土）午前10時～正午頃（受付：午前９時30分～）※少雨決行、荒天時延期
■コース　米子城跡（石仏のみち）■料金　300円（お茶・ガイド料・保険料）
■定員　20名　■申込・問合せ　３日前までに要予約　米子市観光協会（☎３７－２３１１）



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
１ ２ 1 2 3 4 5 6

★
サービス
センター
のみ開所

★★★ ★★★ ★★★ ★★ ★★
サービス
センター
のみ開所

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 7 8 9 10 11 12 13
サービス
センター
のみ開所

★★ ★
サービス
センター
のみ開所

サービス
センター
のみ開所

★★★ ★★ ★ ★ ★★
サービス
センター
のみ開所

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20
サービス
センター
のみ開所

★★ ★
サービス
センター
のみ開所

サービス
センター
のみ開所

★★ ★ ★
サービス
センター
のみ開所

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27
サービス
センター
のみ開所

★★ ★ 閉庁 ★★ ★
サービス
センター
のみ開所

サービス
センター
のみ開所

★★ ★
サービス
センター
のみ開所

24 25 26 27 28 29 30 28 29 30
サービス
センター
のみ開所

★★★ ★★ ★★ ★★★ ★★★
サービス
センター
のみ開所

サービス
センター
のみ開所

閉庁 ★★

31
サービス
センター
のみ開所

３月・４月は市民課窓口が込み合います
混雑緩和にご協力をお願いします

　３月・４月は、住民異動等の手続きが集中することから、市民課窓口（本庁舎１階）が大変込み合い、長い時間お
待ちいただく場合があります。ご都合がよろしければ、混雑が予想される日時を避けていただくか、淀江支所あ
るいは行政窓口サービスセンターをご利用いただきますよう、ご理解とご協力をお願いします。

※このカレンダーは昨年の市民課窓
口の混雑状況をもとに作成したもの
です。必ずしもこの通りになるとは
限りませんのでご了承ください。

行政窓口サービス
センターでは、証明
発行業務を行なって
います。※印鑑の
登録、住民異動届は
取り扱いしていませ
んのでご注意くださ
い。

３月 ４月

窓口で本人確認を
実施しています。
運転免許証や住民
基本台帳カード等
をご持参ください。

印鑑登録証明書
の発行には、印鑑
登録証が必要です。
ご持参ください。

※混雑する時間帯は午前11時頃～午後３時頃です。

混雑が予想される日時を避けてお越しください

★★★…かなり混雑（１年で最も混雑し、手続きによっては２時間程度お待ちいただく場合があります。）
★★…混雑（手続きによっては１時間程度お待ちいただく場合があります。）
★ …やや混雑（手続きによっては 30分程度お待ちいただく場合があります。）

住民票の写し、印鑑登録証明書（登録は除く。）など証明発行のみの
場合は、行政窓口サービスセンターをご利用ください。
３月・４月は祝日を除く毎日業務を行ないます。

本庁舎市民課以外の窓口をご利用ください
手続きの内容によっては、次の窓口等をご利用いただくことで、混雑が緩和さ
れ、待ち時間も少なくなりますので、お急ぎの方は、ご利用いただきますよう
お願いします。
■淀江支所地域生活課（淀江支所１階）（☎５６－３１１４・３１１５）
　証明発行・住所変更（外国人住民を除く。）・印鑑登録などの手続きができます。
■市民税課（本庁舎２階）（☎２３－５１１１）
　所得・課税証明書、資産証明書のみの場合はご利用ください。
■行政窓口サービスセンター（市役所有料駐車場向かい・市役所第２庁舎１階）
（☎３９－０２２２）
　土・日曜日（祝日を除く。）に証明発行業務を行なっています。３月・４月は
平日も業務を行ないますので、住民票の写し、印鑑登録証明書などの証明発行
のみの場合はご利用ください。※印鑑の登録、住民異動届は取り扱いしてい
ません。

市民課混雑予想カレンダー



市民課以外の窓口で発行できる証明・お受けできる手続き一覧
区分（市民課窓口で取り扱いしているもの） 淀江支所 行政窓口サー

ビスセンター 市民税課

住民票の写しの発行 ○ ○ ×
住民異動届（転入・転出・転居）の手続き
※外国人住民の方（市民課窓口のみ）
※住民基本台帳カードによる手続き（市民課窓口のみ）

※○　 × ×

住民基本台帳カードの発行（市民課窓口のみ） × × ×
電子証明書の発行（市民課窓口のみ） × × ×
住民票記載事項証明書の発行 ○ ○ ×
年金受給者現況届の証明 ○ ○ ×
印鑑登録証明書の発行 ○ ○ ×
印鑑登録の手続き ○ × ×
戸籍および除籍に関する証明書（謄本・抄本）の発行 ○ ○ ×
戸籍の附票の写しの発行　※戸籍電算化以後のものに限る。 ○ ※○　 ×
身分証明書の発行 ○ ○ ×
所得・課税証明書の発行 ○ ○ ○
資産証明書の発行 ○ ○ ○
臨時運行許可証の発行（市民課窓口のみ） × × ×

【受付時間：午前８時30分～午後５時】

引越しをしたら住所の異動届をお願いします！
●異動届は、平日のみ、市役所市民課および淀江支所地域生活課で受付けます。（外国人住民の方は市民課
窓口のみ。）※行政窓口サービスセンターでは受付できませんので、ご注意ください。
●届出をされる方の運転免許証・健康保険証・住民基本台帳カードなど、本人確認できるものをご持参く
ださい。※印鑑が必要な場合がありますので、あわせてご持参ください。
種類 届出の期間 届出時にお持ちいただくもの

転入届
（市外からの
住所異動）

新しい住所にお住まい
なってから14日以内に届
出てください。
　転入届・転居届は必ず
実際にお住まいになって
から、届出てください。
　実際にお住まいでない
方の住所の異動届の受付
はできません。

●転出証明書（前住所地で交付されたもの）
※ただし、住民基本台帳カードを利用して転出届をされた場合は必要ありません。

●住民基本台帳カード（登録者のみ）　●障害者手帳（お持ちの方のみ）
●在留カード、または特別永住者証明書（外国人住民の方のみ）
●健康保険証（手続き上必要な場合があります。）　●国民年金手帳（加入者のみ）

転居届
（市内での住
所異動）

●国民健康保険被保険者証（加入者のみ）　●後期高齢者医療被保険者証（加入者のみ）
●介護保険被保険者証（加入者のみ）　●特別医療費受給資格証（加入者のみ）
●障害者手帳（お持ちの方のみ）
●在留カード、または特別永住者証明書（外国人住民の方のみ）

転出届
（市外への住
所異動）

転出予定日の14日前から
受付します。

●住民基本台帳カード（登録者のみ）
●返却いただくもの
国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者証、介護保険被保険者証、特別医
療費受給資格証、印鑑登録証など米子市が発行したもの

進学で市外にいかれる方へ・・・
◆進学などで、アパート・下宿・寮などに引越す方も、住所の異動手続きが必要です。
◆夏季休暇など一時的な帰省中の住所異動はできません。
異動届を提出される際は、次のことにご注意ください。
○国民年金の学生納付特例があります。くわしくは保険年金課年金係（☎２３－５１４２）までお問い合わせください。
○国民健康保険に加入してる方は、遠隔地の保険証を申請してください。くわしくは保険年金課保険係（☎２３－
５１２１）までお問い合わせください。
○就学などで親元から離れている方でも、希望により米子市の成人式に参加できます。くわしくは生涯学習課青少年係（☎
２３－５４４１）までお問い合わせください。
○自動車免許の教習は、住所地に関係なく帰省地の自動車学校で受けることができますが、運転免許証の交付は、住民
票がある地域の運転免許試験場となりますのでご注意ください。

■問合せ　市民課窓口係（☎２３－５１４４）、淀江支所地域生活課（☎５６－３１１５）



　

平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税

の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産
の
評

価
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
固
定

資
産
課
税
台
帳
」
を
無
料
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
固

定
資
産
を
お
持
ち
の
方
、
特
に

昨
年
中
に
土
地
や
家
屋
を
取
得

さ
れ
た
方
は
、
資
産
の
確
認
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
月
中
旬
ま
で
に
は
、

お
持
ち
の
資
産
の
内
容
を
記
載

し
た
「
課
税
明
細
書
」（
納
税
通

知
書
の
後
ろ
に
綴
っ
て
あ
り
ま

す
が
、
資
産
を
た
く
さ
ん
お
持

ち
の
方
は
、
納
税
通
知
書
と
別

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。）
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
資
産
を
確
認
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
や
家
屋
の
所
在
、

評
価
額
等
を
記
載
し
た
縦
覧
帳

簿
を
縦
覧
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

■
期
間

４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日
㈮

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。）

※
課
税
台
帳
に
つ
い
て
は
、
６

月
以
降
に
お
い
て
も
有
料
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
場
所

市
役
所
固
定
資
産
税
課
（
本
庁

舎
２
階
）、
淀
江
支
所
地
域
生
活

課※
縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て
は
市
役

所
固
定
資
産
税
課
で
の
み
縦
覧

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
課
税
の
内
容
等
に
つ
い
て
の

ご
確
認
は
、
市
役
所
固
定
資
産

税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
る
方

米
子
市
内
に
固
定
資
産
を
所
有

し
て
い
る
納
税
義
務
者
と
そ
の

代
理
人
（
代
理
人
の
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。）

※
土
地
や
家
屋
を
借
り
て
い
る

方
も
、
そ
の
土
地
や
家
屋
の
賃

貸
借
契
約
書
等
を
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
課
税
台
帳
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
帳
簿
を
ご
覧
い
た
だ
け

る
（
縦
覧
で
き
る
）
方

米
子
市
内
に
固
定
資
産
を
所
有

し
て
い
る
納
税
者
（
納
税
義
務

者
の
う
ち
、
納
税
対
象
と
な
っ

て
い
る
人
）
と
そ
の
代
理
人
（
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す
。）

※
閲
覧
、
縦
覧
を
さ
れ
る
方
は
、

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

固
定
資
産
税
課

（
☎
23
―
５
１
１
２
、５
１
１
６
）

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ
～
よ
く
あ
る
ご
質
問
～

Ｑ
１　

地
価
が
下
落
し
て
、
土
地
の

評
価
額
も
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
土

地
の
税
額
が
上
が
り
ま
し
た
。
お
か

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
１　

バ
ブ
ル
景
気
と
言
わ
れ
た
時

期
に
土
地
の
値
段
が
数
倍
に
も
上
昇

し
、
土
地
取
引
の
目
安
で
あ
る
地
価

公
示
価
格
も
大
き
く
上
昇
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
価
公
示
価
格
と

固
定
資
産
税
評
価
額
と
の
間
に
大
き

な
差
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
公

的
な
土
地
の
価
格
に
大
き
な
差
が

あ
っ
て
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
で
、

宅
地
の
評
価
額
を
地
価
公
示
価
格
の

７
割
程
度
と
す
る
評
価
が
全
国
で
導

入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
固
定
資
産
税

評
価
額
が
大
き
く
上
昇
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
そ
れ
ま
で
、
固
定
資
産

税
の
評
価
額
と
税
額
の
基
礎
と
な
る

課
税
標
準
額
が
同
じ
で
、
地
価
公
示

価
格
の
２
割
程
度
で
し
た
が
、
こ
の

平
成
６
年
度
の
７
割
評
価
に
よ
っ

て
、
評
価
額
は
約
４
倍
と
大
き
く
上

昇
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
評
価
額
が
４
倍
に
な
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
課
税
標
準
額
も

４
倍
に
し
た
の
で
は
税
の
負
担
が
大

き
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
税
負
担
が
急
に
増
え

な
い
よ
う
、
毎
年
少
し
ず
つ
税
額
を

上
昇
さ
せ
て
い
く
「
土
地
の
負
担
調

整
措
置
」
と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
措
置
は
、
本
年
度
の
評
価
額

に
対
す
る
前
年
度
の
課
税
標
準
額
の

割
合
で
あ
る
「
負
担
水
準
」
を
基
本

と
し
た
も
の
で
、
評
価
額
と
課
税
標

準
額
の
差
が
小
さ
い
土
地
、
言
い
か

え
れ
ば
負
担
水
準
が
高
い
土
地
の
税

負
担
は
引
き
下
げ
た
り
、
据
え
置
い

た
り
し
ま
す
。
反
対
に
、
評
価
額
と

課
税
標
準
額
の
差
が
大
き
い
土
地
、

つ
ま
り
負
担
水
準
の
低
い
土
地　
　

あ
な
た
の
固
定
資
産
の
確
認
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

固
定
資
産
課
税
台
帳
無
料
閲
覧
期
間



　
　

の
税
負
担
は
な
だ
ら
か
に
引
き

上
げ
て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
地
価
が
下
落
し
て
評
価
額

が
下
が
っ
て
は
い
ま
す
が
、
負
担
水

準
が
、
ま
だ
低
い
土
地
は
、
毎
年
、

課
税
標
準
額
を
ゆ
る
や
か
に
上
昇
さ

せ
て
評
価
額
に
近
づ
け
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
課
税
標
準
額
の
計
算
の

仕
組
み
を
、住
宅
用
地
（
住
宅
が
建
っ

て
い
る
宅
地
）
の
場
合
、
非
住
宅
用

地
（
更
地
、
駐
車
場
、
事
務
所
・
店

舗
敷
地
な
ど
）
の
場
合
お
よ
び
農
地

の
場
合
に
つ
い
て
、
次
の
【
表
１
】

か
ら
【
表
３
】
ま
で
に
示
し
ま
す
。

【表１】住宅用地の場合
課税標準額

Ａの額
前年度課税標準額（据置）
前年度課税標準額＋Ａ×５％（Ｂ）

・Ａは、本年度評価額（住宅１戸につき、面積 200 ㎡以下の部分は６分の
１を、200 ㎡を超える部分は３分の１を乗じたもの）です。

・ＢがＡの 90％を上回る場合は、Ａの 90％が本年度の課税標準額です。
・ＢがＡの 20％を下回る場合は、Ａの 20％が本年度の課税標準額です。
（注）国の税制改正により、負担水準が０．９以上１．０未満であるもの

の課税標準額を前年度の課税標準額にすえ置く措置は、平成26年
度に廃止されます。

負担水準
1.0以上
0.9以上 1.0未満
0.9未満

前年度課税標準額÷Ａ

【表２】非住宅用地の場合
課税標準額

Ａの額の 70％
前年度課税標準額（据置）
前年度課税標準額＋Ａ×５％（Ｂ）

・Ａは、本年度評価額です。
・ＢがＡの 60％を上回る場合は、Ａの 60％が本年度の課
　税標準額です。
・ＢがＡの 20％を下回る場合は、Ａの 20％が本年度の課
　税標準額です。

負担水準
0.7以上
0.6以上 0.7未満
0.6未満

前年度課税
標準額÷Ａ

【表３】農地の場合
課税標準額

Ａの額
前年度課税標準額×1.025
前年度課税標準額×1.05
前年度課税標準額×1.075
前年度課税標準額×1.10

・Ａは、本年度評価額（市街化区域の農地の場合は３分の１を乗じ
　たもの）です。
・農地法の転用許可（届出）のあった農地（宅地介在農地）は、現況が農
　地の場合でも、ここでの農地には該当しません。このような宅地介
　在農地の課税標準額は、非住宅用地の場合の計算式が適用されます。

負担水準
1.0以上
0.9以上 1.0未満
0.8以上 0.9未満
0.7以上 0.8未満
0.7未満

前年度課税標準額÷Ａ

Ｑ
２　

市
街
化
区
域
の
農
地
を
所
有

し
て
い
ま
す
が
、
評
価
額
が
高
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
一
般
農
地
（
市
街

化
区
域
以
外
の
農
地
）
と
比
べ
て
評

価
の
仕
組
み
が
違
う
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ
２　

一
般
農
地
は
、
純
粋
に
農
地

と
し
て
の
価
値
に
着
目
し
て
評
価
し

ま
す
が
、
市
街
化
区
域
の
農
地
は
、

宅
地
と
し
て
の
潜
在
的
価
値
に
着
目

し
て
宅
地
並
み
の
評
価
を
行
な
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
そ
の
農
地
が
宅
地

で
あ
る
と
し
た
場
合
の
価
格
か
ら
宅

地
に
転
用
す
る
場
合
の
造
成
費
を
控

除
し
て
評
価
額
を
求
め
ま
す
。

　

な
お
、
実
際
の
固
定
資
産
税
の
算

定
に
当
た
っ
て
は
、
評
価
額
を
基
に

算
定
さ
れ
た
課
税
標
準
額
を
３
分
の

１
に
減
額
す
る
措
置
が
あ
り
、
税
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
３　

昨
年
、
古
い
住
宅
を
取
り
壊

し
、
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
昨
年
度
に
比
べ
て
固
定
資
産

税
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？

Ａ
３　

住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
と

そ
う
で
な
い
土
地
（
更
地
、駐
車
場
、

事
務
所
・
店
舗
敷
地
な
ど
）
で
は
、

税
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

住
宅
が
建
っ
て
い
る
宅
地
に
は
、

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
額
の

特
例
【
表
４
】
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、住
宅
政
策
の
一
つ
で
、

そ
の
税
額
を
低
く
お
さ
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
用
地
の
特
例
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
、
土
地
を
住
宅
の
敷

地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
も
の
に
限

り
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
昨
年
中
に
住
宅
を
取

り
壊
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
家
屋
の

固
定
資
産
税
は
、
そ
の
分
下
が
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
住
宅
用
地
の
特
例

の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
土
地
の
固
定
資
産
税
が

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｑ
４　

私
は
、
４
年
前
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
家
屋

の
税
額
が
急
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
４　

新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
、

住
宅
建
築
の
促
進
を
図
る
た
め
、
固

定
資
産
税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

住
宅
部
分
の
割
合
や
床
面
積
な
ど

が
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
新
た

に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度

か
ら
３
年
間
に
限
っ
て
、
床
面
積
が

百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

の
固
定
資
産
税
が
、
２
分
の
１
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を「
新
築
住
宅
の
減
額
措
置
」

と
い
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の

３
年
間
、
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産

税
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
本
来
の
税
額
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

な
お
、
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐

火
住
宅
（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
、
５
年
分
の
軽
減
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

【表４】住宅用地に対する課税標準額の特例

区 分 課税標準額の特例

小規模住宅用地
（住宅１戸につき面
積 200 ㎡以下の部
分の住宅用地）

税額の基になる課
税標準額が６分の
１に抑制されます。

一般住宅用地
（住宅１戸につき面
積 200 ㎡を超える
部分の住宅用地）

税額の基になる課
税標準額が３分の
１に抑制されます。

・特例が適用される面積は、家屋の床面
　積の 10 倍までです。
・店舗併用住宅などの場合は、住宅部分
　の割合に応じて特例が適用される面積
　を算出します。



　

今
月
は
弓
ヶ
浜
小
学
校
か

ら
朝
の
あ
い
さ
つ
の
模
様
を

お
伝
え
し
ま
す

あ
い
さ
つ
運
動

　

本
校
で
は
、
委
員
会
活
動
と
し

て
「
い
き
い
き
生
活
委
員
会
」
が
、

み
ん
な
が
楽
し
く
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
弓
ヶ
浜
小
学
校
で

今
一
番
必
要
な
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

決
ま
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、【
み

ん
な
で
取
り
組
む　
「
あ　

ろ　

ま
」】
で
す
。

「
あ
」
は
、
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
。

「
ろ
」
は
、ろ
う
か 

階
段
を
歩
こ
う
。

「
ま
」
は
、
ま
わ
り
の
人
を
大
切
に

す
る
言
葉
。

　

み
ん
な
で
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

全
学
級
に
配
布
し
掲
示
し
て
、
み

ん
な
で
取
り
組
め
る
よ
う
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
朝
会
で
は
、【
み
ん

な
で
取
り
組
む　
「
あ　

ろ　

ま
」】

を
全
校
児
童
が
唱
え
て
意
識
付
け

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

弓
ヶ
浜
小
学
校
で
は
、
各
委
員

会
が
企
画
・
運
営
す
る
ギ
ネ
ス
大

会
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
も
、
生

活
委
員
会
は
、
み
ん
な
の
あ
い
さ

つ
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
向
上
す

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議（
☎

23
―
５
４
４
１
）

　 市 内 の 23
の小学校で行
なわれている
あいさつの取
組みを順番に
紹介していき
ます。
　来月は、車
尾小学校です。

病児・病後児保育に減免制度ができました
　平成25年４月から、前年度市民税非課税世帯につい
ては、病児・病後児保育の利用料が減免されます。
　減免した金額で利用するためには、事前に減免申請
をし承認される必要があります。申請から承認までは
２週間程度かかりますので、利用を考えておられる方は
お早めに申請してください。
　利用日当日に承認通知書を施設に提示することで減
免した金額で利用できます。
■利用料（減免後）　児童１人につき１日当たり500円
■承認期間　平成25年４月１日または申請のあったと
きから平成26年３月31日まで
■対象　利用する児童の父母および同一世帯員が、前
年度市民税非課税である場合
■添付書類　平成24年１月１日現在に米子市に住民登録
のない方は、住民登録のあった役場で発行された平成24
年度の課税（非課税）証明書が必要です。
■申請場所　市役所本庁舎１階こども未来課
■問合せ　こども未来課計画係（☎２３－５１７８）

ハローワークをご利用ください
　ハローワークでは、就職活動の支援として職業相談・
紹介、就職に役立つ各種セミナー等の実施、職業訓練
の案内を行なうほか、求人情報をはじめとする面接会
等の各種情報をインターネットで検索・閲覧できる環
境を整えています。仕事をお探しの皆さん、ぜひ、ハロー
ワークをご利用ください。
○ハローワーク米子（☎３３－３９１１）午前８時30分～
午後５時15分（年末年始および祝日を除く月～金曜日）
○よなご若者仕事プラザ併設ハローワーク（☎３５－
４３１１）午前10時～午後６時（年末年始および祝日を
除く月～金曜日）
○所在地　イオン米子駅前店４階

平成25年度（財）とっとりコンベンションビューロー
（米子コンベンションセンター）主催

アート交流ひろば参加募集
■展示場所　米子コンベンションセンター　１階　情報プラザ 
■展示会期間

第１期　７月 ４ 日（木）～７月 ７ 日（日）：４日間
第２期　７月 ８ 日（月）～７月15日（月・祝）：８日間
第３期　７月22日（月）～７月28日（日）：７日間
※いずれも準備、開催、撤収を含んだ期間となります。

■応募資格　鳥取県西部を主として活動されている展示系文化
団体または個人※なお平成24年度に出展された団体または個
人の方は除きます。
■応募方法　所定の参加申込書に必要事項を記入し、郵送また
は持参してください。
■応募締切   31日（日） 必着（第１期、２期、３期とも）
※応募者多数の場合は抽選となります。
■応募・問合せ　〒６８３－００４３　米子市末広町２９４　米
子コンベンションセンター「アート交流ひろば」係（☎３５－
８１１１） 

第９回ビッグシップ探検ツアー
■と き　31日（日）午後１時30分～午後４時（予定） 
■募集人員　60名（３班に分かれて実施） 
■募集期限　12日（火）必着（※定員になり次第、締め切ります。）
■応募方法　参加者全員の住所、氏名、年齢、連絡先を記入の
上、ＦＡＸまたは来館にて受付します。
■応募条件　小学生以上（上限なし）で階段 60 段を登れる方、
また高所恐怖症でない方※小学生は保護者同伴のこと
■問合せ　〒６８３－００４３　米子市末広町２９４　米子コンベ
ンションセンター　探検ツアー係（☎３５－８１１１、ＦＡＸ３９－
０７００、Ｅメール：management@bigship.or.jp）



国民年金保険料は忘れずに納めましょう「保険料は便利な口座振替をおすすめします！」
■口座振替にすると…

◆毎月、金融機関等に出向くことが無くなり便利　夜間や土日などのお時間しかとれない方には、手間いらずです。
◆通帳が家計簿や領収書代わりになって便利　引き落としのつど「ネンキン」等と記帳されますのでキチンと整理でき

ます。
●さらに口座振替の早割にすると保険料が50円割引されお得　通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、届出により、

当月末日振替にすると毎月50円の割引（早割といいます。）がありお得です。※ 初回のみ２か月分振替をいたします。
※保険料の一部免除の承認を受けている方は、早割の対象となりません。

■申し込み手続きについては…口座振替のお申し込みは、年金事務所または口座をお持ちの金融機関の窓口で手続きを行
なっていただくか、申込用紙を年金事務所へ郵送してください。

■問合せ　市役所保険年金課年金係（☎２３－５１４２）、米子年金事務所（☎３４－６１１１）

米子市文化ホール童謡特別講座

「みんなで歌う童謡メドレー」
　懐かしい童謡・唱歌から新しいこどもの歌まで世代を超えて
ステージと会場のお客様が一緒になって楽しむイベントです。
　誰もが知っている代表的な曲に加え、今回は鳥取県で生まれ
た曲もとりあげます。お友達やご家族とぜひ一緒にご来場くだ
さい。
■と き　17日（日）午後２時開演
■ところ　米子市文化ホール　メインホール
■出 演　童謡講座木曜コース・チャイルドコース受講生、一

般出演者、よなご童謡の会
■曲 目　みかんの花咲く丘、赤とんぼ、ふるさと、春が来た

ほか
■入場料　無料（整理券不要）
■問合せ　米子市文化ホ－ル（☎３５－４１７１）

未来にはばたけ若き演奏者たち！
　鷲見三郎顕彰事業

米子ユースオーケストラ演奏会
　米子市尾高町出身の世界的ヴァイオリン教育者　鷲
見三郎の顕彰事業の一環として今年も「米子ユースオー
ケストラ演奏会」を開催します。小学生から大学生を
中心とした「米子ユースオーケストラ」と、幼児から
中学生までのヴァイオリン合奏「ストリングジュニア」
が出演します。今年は「おうま」「ぶんぶんぶん」な
どからＪ．ブラームス作曲「交響曲第４番ホ短調作品
98」全楽章までバラエティに富んだ選曲です。ヴァイ
オリンを習って間もない初々しいメンバーや壮快なる
メンバーの演奏を、ぜひお聴きください。
■と き　24日（日）午後１時30分開演
■ところ　米子市文化ホール　メインホール
■出 演　「米子ユースオーケストラ」

「ストリングジュニア」総勢約130名
■曲 目　「みんなのうたメドレー」（かえるのうた・

チューリップ など）、モーツァルト作曲　「セ
レナード第13番ト長調 K.525アイネクライ
ネ　ナハトムジーク」ほか

■入場料　無料（整理券が必要です。）
■問合せ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

中海の写真を募集
－たくさんのご応募をおまちしています－

「とりもどそう ! 美しい中海」をスローガンに、中海とその周辺
の自然環境、中海と人のふれあいを表現した写真を募集します。
◆応募規定　白黒またはカラープリントで、四つ切りまたはワ
イド四つ切り。（作品には必ず中海を撮影、縦横不問、未発表
のもの。）【一般の部】と【学生の部】で募集。なお、小学生お
よび中学生に限り、１点のみ環境政策課でプリントします。
◆募集期間  ３月11日（月）～５月13日（月）
◆応 募 先　環境政策課（☎２３－５２５６）
◆　 賞 　　【一般の部】と【学生の部】それぞれに、最優秀賞（１
点）、優秀賞（２点）、入選（適宜）。なお、応募作品は米子市児
童文化センター等に展示します。

平成24年度【一般の部】最優秀賞　仙田寿秀さん「江島の情景」

第55回米子市音楽祭
　聴いてくれてありがとう♪出演者大募集
米子市近郊の音楽が大好きな皆さん、自分の音を大勢
の人の前で表現してみませんか。自薦他薦は問いませ
ん。出演者・観客みんなで音楽を共有しましょう。
■出演条件　 ▼演奏スタイルにより、各ジャンルに分か
れます。 ▼コンサート運営上、出場ジャンルや演奏時間
等の調整をさせていただく場合があります。 ▼出演料は
いただきませんが、運営や集客にご協力願います。
■募集ジャンル（予定）

▼６月16日（日）アコース
ティック

▼６月22日（土）JAZZ

▼６月23日（日）合唱

▼６月29日（土）フリージャンル
くわしくは、お問い合わせください。
■会場　米子市文化ホール、米子市淀江文化センター
■申込締切　３月31日（日）
■申込・問合せ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）



今
自
分
に
で
き
る
こ
と

中
学
校
一
年

　

私
の
弟
は
小
学
校
の
支
援
学
級
に

入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
の

思
い
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
と

泣
い
た
り
、
大
き
な
声
を
出
し
て
怒
っ

た
り
し
ま
す
。

  

最
近
、
近
所
の
子
ど
も
達
が
弟
と
よ

く
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
で
も
、
と
き
ど
き
楽

し
く
遊
ん
で
い
た
は
ず
の
弟
の
泣
き
声

が
聞
こ
え
た
り
、
オ
ニ
ご
っ
こ
を
し
て

い
た
ら
「
け
ん
ち
ゃ
ん
は
全
員
に
タ
ッ

チ
し
な
い
と
オ
ニ
か
ら
ぬ
け
ら
れ
な
い

よ
。」
と
か
、「
け
ん
ち
ゃ
ん
は
タ
ッ
チ

返
し
を
し
た
ら
ダ
メ
だ
よ
。」
な
ど
の
い

じ
め
の
よ
う
な
発
言
が
聞
こ
え
て
き
た

り
し
ま
す
。
自
分
の
弟
が
差
別
の
よ
う

な
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
る
と
思
っ
た
ら

と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

  

近
所
に
も
支
援
学
級
に
入
っ
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
そ
の
人
は
、
仲
良
く
し

て
い
る
友
達
が
怒
鳴
る
よ
う
な
感
じ
で

注
意
を
し
た
り
、「
私
の
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
と
あ
っ
く
ん
の
お
母
さ
ん
に
言

う
よ
。」
な
ど
と
言
わ
れ
て
困
っ
て
い
ま

し
た
。

  

私
は
今
書
い
た
二
つ
の
出
来
事
の
ど

ち
ら
も
注
意
を
し
た
か
っ
た
け
ど
、
勇

気
が
出
な
く
て
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
時
、私
は
自
分
が
情
け
な
い
と
思
っ

た
し
、後
悔
し
て
い
ま
す
。で
も
そ
れ
は
、

か
ら
か
っ
て
い
る
人
に
注
意
を
す
る
と

何
か
言
わ
れ
そ
う
で
怖
か
っ
た
か
ら
で

す
。

  

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
た
め
に
私

は
二
つ
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
一
つ

目
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
場
面
を
見

た
人
は
見
て
見
ぬ
振
り
を
せ
ず
に
ち
ゃ

ん
と
注
意
す
る
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、

人
に
注
意
さ
れ
た
人
は
素
直
に
や
め
て

悪
口
な
ど
を
言
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
  

そ
の
た
め
に
は
、
い
じ
め
て
い
る
人
な

ど
を
見
つ
け
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
必

ず
注
意
を
し
ま
す
。
あ
と
、
か
ら
か
っ

て
い
る
人
と
一
緒
に
な
っ
て
か
ら
か
う

こ
と
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
今

自
分
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

こ
れ
は
、
今
年
度
の
人
権
作
文
集
・

標
語
集
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、学
校
で
、自
ら
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て
　
ひ
と
り
の
力
は
弱
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ
て
、
強
い
力
と
な
り
、
拉
致
問
題
が
本
当
に
早
く
解
決
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

米子市美術館　展示室貸出し受付のご案内
米子市美術館改修工事のため、延期しておりました平成
25年度米子市美術館展示室の貸出し受付を次のとおり
行ないます。貸出し期間をご確認のうえ、お申し込みく
ださい。
◆と き　３月15日（金）
　　　　　午前10時～10時15分
◆ところ　米子市役所第２庁舎２階第２会議室
　　　　　（米子市東町１６１－２）
※当日は直接会場へお越しください。電話での申し込みは
受け付けておりません。

※申し込み期間が重複した場合は抽選になります。
※当日の受付時間（午前10時15分）後の利用申し込みは、
米子市美術館仮事務所にて先着順で受け付けます。

※３月８日（金）から米子市教育委員会文化課、米子市美術
館仮事務所、美術館ホームページにて展示室の貸出し期
間をお知らせします。

米子市美術館平成25年３月のイベントおよび
平成25年度展示室貸出し受付のご案内

第10回　ミュージアムスクール
子ども美術上映会のご案内

◆と き　３月17日（日）
午後２時～３時30分
（午後１時30分開場）

◆ところ　米子市児童文化センター　第３クラブ室
◆内 容　小学３年生の新之助がヨーロッパの美術

館巡りの旅に出かけ、ボッティチェリ
《春》やレンブラント《夜警》など、世
界の名画を鑑賞する「こども世界名画の
旅２」を学芸員の楽しく分かりやすい解
説を交えて上映します。

◆参加費　無料　40席程度
※事前申込不要　直接会場にお越しください。
※参加者にはプレゼントがあります。

◎問合せ　米子市美術館仮事務所　〒683－0033　米子市長砂町 935－1
　　　　　（☎３４－２４２４）　http://www.yonagobunka.net/y-moa/
　　　　　受付時間　月曜日から金曜日　午前10時～午後６時まで



　
春
の
市
内
一
斉
清
掃

　

４
月
14
日
㈰
は
春
の
市
内
一
斉

清
掃
で
す
！

　

私
た
ち
が
住
む
ま
ち
の
道
路
や

河
川
、
公
共
用
排
水
路
な
ど
を
き

れ
い
に
し
、
快
適
で
住
み
良
い
ま

ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
実
施
日
が
地

区
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
、
各
地

区
の
「
環
境
を
よ
く
す
る
会
」
か
、

米
子
市
環
境
政
策
課
（
☎
23
―

５
２
５
９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
ち
な
か
居
住
支
援
事
業

　

米
子
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
中
心
市
街
地

へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
市

外
か
ら
米
子
市
に
転
入
さ
れ
た
方

で
、
中
心
市
街
地
の
区
域
内
の
住

宅
を
取
得
し
、
継
続
し
て
居
住
さ

れ
る
方
へ
の
助
成
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
方
　
平
成
22

年
４
月
１
日
以
降
に
米
子
市
に
転

入
さ
れ
た
方
で
、
平
成
22
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
25
年
１
月
１
日
ま

で
の
間
に
中
心
市
街
地
に
あ
る
住

宅
を
取
得
し
、
継
続
し
て
そ
の
住

宅
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
等

助
成
の
対
象
と
な
る
費
用
　
住
宅

（
建
物
）
の
固
定
資
産
税
相
当
額

助
成
事
業
の
実
施
期
間

平
成
22
年
度
～
平
成
25
年
度

◇
助
成
の
申
請
手
続
き
等
く
わ
し

く
は
、
建
設
企
画
課
総
務
係
（
☎

23
―
５
２
４
４
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
平
成
24
年
度
分
は
、
平

成
25
年
３
月
15
日
ま
で
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

の
申
請
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
育
成
医

療
の
申
請
窓
口
が
西
部
総
合
事
務

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
等
の
請

求
、
問
合
せ　

職
員
課
（
☎
23
―

５
３
４
２
）

　

非
常
勤
職
員（
障
が
い
者
対
象
）

を
募
集
し
ま
す

　

米
子
市
で
は
、
障
が
い
者
の
雇

用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
非
常

勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種　

一
般
事
務
補
助
（
障

が
い
者
対
象
）

人
数　

２
人

応
募
資
格　

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
、
ま
た
は
公
的
機
関

に
お
い
て
知
的
障
が
い
者
で
あ
る

と
判
定
さ
れ
た
方

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介

護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能

な
方

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対

応
で
き
る
方

試
験
日
・
科
目　

４
月
９
日
㈫
・

教
養
、
適
性
検
査
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
25
年
５
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

１
日
㈮
～
22
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。く
わ
し
く
は
、

受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
等
の
請

所
福
祉
保
健
局
か
ら
米
子
市
障
が

い
者
支
援
課
に
変
わ
り
ま
す
。
育

成
医
療
と
は
、
身
体
に
障
が
い
の

あ
る
18
歳
未
満
の
方
が
、
障
が
い

の
軽
減
・
除
去
や
機
能
回
復
の
た

め
の
医
療
を
受
け
ら
れ
た
場
合
に
、

医
療
費
の
一
部
を
公
費
で
負
担
す

る
制
度
で
す
。
な
お
、
世
帯
の
所

得
や
手
術
の
種
類
に
よ
っ
て
は
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
（
☎

23
―
５
５
４
９
）

　

米
子
市
職
員
【
任
期
付
職
員
】

を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種　

心
理
療
法
士

業
務
内
容　

母
子
生
活
支
援
施
設

に
お
け
る
心
理
療
法
等
の
業
務

人
数　

１
人

応
募
資
格　

大
学
で
心
理
学
を
履

修
し
、
心
理
療
法
の
技
術
を
有
し
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目　

19
日
㈫
・
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

１
日
㈮
～
13
日

㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
お
よ
び
自

己
紹
介
カ
ー
ド
を
職
員
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、

受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の情

報

求
、
問
合
せ　

職
員
課
（
☎
23
―

５
３
４
２
）

　

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

▼
介
護
保
険
認
定
調
査
事
務
員

業
務
内
容　

要
介
護
認
定
に
か
か

る
事
務
補
助

人
数　

３
人
程
度

▼
介
護
保
険
要
介
護
認
定
調
査
員

業
務
内
容
　
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
調
査
業
務

人
数
　
１
人
程
度

応
募
資
格　

・
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

す
る
か
、
高
齢
者
福
祉
関
係
業
務

の
経
験
の
あ
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目　

17
日
㈰
・
教
養
、

適
性
検
査
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

２
月
22
日
㈮
～

３
月
８
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。く
わ
し
く
は
、

受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請

求
、
問
合
せ　

職
員
課
（
☎
23
―

５
３
４
２
）

▼
社
会
教
育
事
務
員

業
務
内
容　

公
民
館
に
設
置
し
て

い
る
Ｐ
Ｃ
等
の
機
器
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・

い
い
社
会　

み
な
人
間
と
し
て
の
汗　
　
　

一
般
応
募
作
品



更
新
、
生
涯
学
習
講
座
の
企
画
等

人
数　

１
人

応
募
資
格　

・
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ

び
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
に
関
す
る
知
識
を
有

し
、
Ｐ
Ｃ
等
の
機
器
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
に
従
事
で
き
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目　

17
日
㈰
・
教
養
、

適
性
検
査
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

２
月
22
日
㈮
～

３
月
８
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
生
涯
学

習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―

５
４
４
２
）

▼
健
康
相
談
員

業
務
内
容　

職
員
の
健
康
管
理
や

メ
ン
タ
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務

人
数　

１
人

応
募
資
格　

・
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
資
格
を

有
し
、
産
業
医
療
職
の
実
務
経
験

が
３
年
以
上
あ
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目　

17
日
㈰
・
作
文
、

面
接

採
用
予
定
日　

平
成
25
年
５
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

２
月
22
日
㈮
～

３
月
８
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。く
わ
し
く
は
、

受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請

求
、
問
合
せ　

職
員
課
（
☎
23
―

５
３
４
４
）

　
米
子
福
祉
会
非
常
勤
職
員
募
集

　

米
子
福
祉
会
で
は
、
次
の
と
お

り
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
人
数　

保
育
士
（
家
庭
支

援
推
進
保
育
士
）・
１
人

応
募
資
格　

保
育
士
登
録
を
受
け

て
い
る
方
（
登
録
見
込
み
の
方
を

含
む
。）

雇
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

（
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

勤
務
場
所　

五
千
石
保
育
園

勤
務
時
間　

週
30
時
間

賃
金　

月
額
１
３
２
，
８
０
０
円

選
考
方
法　

面
接
（
随
時
）

募
集
期
間　

１
日
㈮
～
18
日
㈪

必
要
書
類　

履
歴
書
・
保
育
士
証

問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
米
子
福

祉
会
（
米
子
市
中
町
20
番
地　

☎

23
―
１
５
７
８
）

　

市
民
農
園
入
園
者
募
集

　

自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
野
菜
や
花

な
ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
区
画
数
（
１
区
画
約
30
㎡
）

▼
日
原
農
園　

11
区
画
（
予
定
）

▼
夜
見
農
園　

５
区
画
（
予
定
）

貸
付
期
間　

貸
付
決
定
日
～
平
成

26
年
２
月
28
日

利
用
料　

年
間
２
６
０
０
円

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
10
日

㈬
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
選
考
い
た
し
ま
す
。

申
込
方
法　

農
林
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
記
入
・
押
印
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課
（
☎
23

―
５
２
２
１
）

　

第
70
期
　
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米

子
水
泳
教
室
生
徒
募
集

期
間　

４
月
１
日
㈪
～
６
月
29
日

㈯
の
３
か
月
間

対
象　

幼
児
（
４
～
６
才
）、
小

学
生
、
18
才
以
上

申
込
期
日
　
11
日
㈪
お
よ
び
12
日

㈫
の
午
前
10
時
～
午
後
７
時

抽
選
日　

16
日
㈯
～
18
日
㈪
※
く

わ
し
く
は
、
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米

子
水
泳
場
（
☎
32
―
３
０
３
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
官
募
集

■
予
備
自
衛
官
補
募
集

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
自
衛
官

未
経
験
者
を
自
衛
官
補
と
し
て
採

用
し
、
普
段
社
会
人
、
学
生
等
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し

な
が
ら
、
所
要
の
教
育
訓
練
を
経

た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

し
ま
す
。
一
般
公
募
と
技
能
公
募

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

○
教
育
期
間
お
よ
び
応
募
資
格

▼
一
般
公
募

教
育
期
間　

３
年
間
で
合
計
50
日

（
合
計
４
０
０
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

▼
技
能
公
募

教
育
期
間　

２
年
間
で
合
計
10
日

（
合
計
80
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格　

多
種
に
わ
た
る
た

め
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

い
ず
れ
も
、
１
月
９

日
㈬
～
４
月
３
日
㈬

試
験
日　
４
月
12
日
㈮
～
15
日
㈪
の

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

■
幹
部
候
補
生
募
集

　

自
衛
官
幹
部
候
補
生
と
は
、
一

般
大
学
等
出
身
の
自
衛
隊
幹
部
候

補
生
と
し
て
採
用
後
、
一
定
期
間

の
教
育
を
受
け
た
後
、
幹
部
自

衛
官
に
な
り
ま
す
。「
一
般
幹
部

候
補
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含

む
。）」、「
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
」

「
医
科
・
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候

補
生
」
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
26
日
㈮
ま
で

試
験
日　

５
月
11
日
㈯
筆
記
試
験

５
月
12
日
㈰
筆
記
式
操
縦
適
性
検

査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
。）

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成

講
習
会
受
講
生
募
集

　

目
と
耳
と
両
方
に
障
が
い
が
あ

る
方
（
盲
ろ
う
者
）
を
支
援
す
る

方
を
鳥
取
県
が
養
成
し
ま
す
。

内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

情
報
取
得
・
移
動
等
の
支
援
方
法

を
学
び
ま
す
。

場
所
・
日
時　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
・
４
月
17
日
～
11
月

13
日
（
隔
週
水
曜
日
・
全
十
六
回
）

午
前
９
時
45
分
～
午
後
０
時
45
分

対
象　

高
校
生
以
上
で
盲
ろ
う
者

の
福
祉
に
理
解
が
あ
り
、
支
援
活

動
に
熱
意
の
あ
る
方

定
員　

20
人

申
込
締
切　

４
月
８
日
㈪

申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ　

鳥
取

盲
ろ
う
者
友
の
会
養
成
事
業
事
務

局
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
35
―
０
１
１
９
）

　

少
年
剣
道
・
柔
道
教
室
の
新
入

生
募
集

　

米
子
市
営
武
道
館
で
は
、
次
の

と
お
り
少
年
剣
道
・
柔
道
教
室
の

変
え
た
い
な　

女
性
上
位
を　

同
権
に　
　
　

一
般
応
募
作
品



新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数

○
剣
道　

定
員
制
限
な
し
（
満
６

歳
～
小
学
６
年
生
を
対
象
、
経
験

者
の
入
部
も
可
）

○
柔
道　

定
員
制
限
な
し
（
満
５

歳
～
小
学
６
年
生
に
な
る
児
童
）

指
導
日
（
随
時
見
学
可
）

○
剣
道　

毎
週
火
・
木
曜
日　

午

後
５
時
50
分
～
７
時
、
毎
週
土
曜

日　

午
後
３
時
～
４
時
15
分

○
柔
道　

毎
週
火
・
木
曜
日　

午

後
５
時
30
分
～
７
時
15
分
、 

毎
週

土
曜
日　

午
後
４
時
～
午
後
６
時

※
指
導
日
に
つ
い
て
は
、
変
更
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

指
導
員

○
剣
道　

米
子
市
剣
道
連
盟
会
員

○
柔
道　

米
子
市
柔
道
連
盟
会
員

申
込
方
法
　
米
子
市
営
武
道
館（
糀

町
１
丁
目
２
０
２
番
地
）
に
備
え

付
け
の
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
随
時
受
付
、
見
学
可
）

申
込
・
問
合
せ
　
体
育
課
（
☎
23

―
５
４
２
６
）、
米
子
市
営
武
道

館
（
☎
32
―
０
０
５
５
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
23
回
）

と
き　

21
日
㈭
午
後
２
時
～
３
時

30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
静
か
な
る
国
民
病
：

慢
性
腎
臓
病
（
１
／
４
０
０
と
１

／
８
の
真
実
）」

講
師　

山
陰
労
災
病
院　

腎
臓
内

科
部
長　

中な
か
お
か岡
明あ
き
ひ
さ久
さ
ん

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

ふ
れ
あ
い
の
里
　
健
康
講
座

（
ふ
れ
あ
い
の
里
指
定
管
理
者
自

主
事
業
）

と
き　

26
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

４
階

中
会
議
室

テ
ー
マ　

高
血
圧
症
の
現
在
・
過

去
・
未
来

講
師　

博
愛
病
院
循
環
器
内
科
部

長　

田た
な
か中
保や
す
の
り則
さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
の
里
総
合
案

内
（
☎
23
―
５
４
９
１
）

　

韓
国
語
入
門
講
座

　

韓
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
韓

国
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

４
月
16
日
～
８
月
６
日　

全
15
回
（
原
則
と
し
て
火
曜
日
）

▼
昼
の
部
：
午
後
３
時
～
４
時

▼
夜
の
部
：
午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
１
会
議
室

ほ
か

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
、
こ

れ
か
ら
韓
国
語
を
勉
強
し
よ
う
と

し
て
い
る
方
で
ハ
ン
グ
ル
が
読
め

な
い
方
に
限
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

24
年
度
に
受
講
さ
れ
た
方
お
よ
び

こ
れ
ま
で
に
米
子
市
主
催
の
韓
国

語
講
座
を
２
回
以
上
受
講
さ
れ
た

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

講
師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　

李イ　

美ミ
ヨ
ン英　

※
受
講
料
無
料
、

資
料
代　

２
０
０
０
円

募
集
人
員　

20
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
14
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

町
内
の　

草
取
り
私　

溝
あ
な
た　
　
　

一
般
応
募
作
品

　

２
０
１
１
年
末
現
在
、
日
本
全
国

で
慢
性
維
持
透
析
を
受
け
て
お
ら
れ

る
方
は
お
よ
そ
30
万
５
千
人
に
上

り
、
日
本
国
民
の
約
４
０
０
人
に
１

人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
透
析

が
必
要
な
末
期
腎
不
全
に
至
る
主
な

疾
患
は
糖
尿
病
・
腎
炎
・
高
血
圧
な

ど
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
疾
患
の
た
め

に
徐
々
に
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
く

状
態
を
「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）」

と
称
し
、
現
在
日
本
全
国
で
お
よ
そ

１
３
０
０
万
人
、
割
合
に
す
る
と
約

８
人
に
１
人
存
在
す
る
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
慢
性
腎
臓
病

の
方
は
高
率
に
心
・
血
管
疾
患
を
合

併
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
こ
と
、

慢
性
腎
臓
病
の
診
断
と
治
療
、
お
よ

び
末
期
腎
不
全
に
対
す
る
腎
代
替
療

法
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西部消防局からのお知らせ
　平成24年１月から12月末までの市町村別、119番通報受付回数をお知らせします。
近年携帯電話、ＩＰ電話による通報が増えてきています。携帯電話で通報するとき
は、住所や目標物などを確かめ、あわてず正確な通報を心がけましょう。また、車
での移動中は安全な場所に停車してから通報しましょう。西部消防局では指令セン
ター見学を随時受け付けています。くわしくは指令課（☎３５－１９６０）まで。

市町村別119番通報　電話種別受付回数（平成24年１月～12月）
災害種別

市町村

火 災 救 助 警戒・その他 風水害 救 急
合計

固定 携帯 固定 携帯 固定 携帯 固定 携帯 固定 携帯
米子市 25 36 11 31 268 278 0 2 4,082 1,751 6,484
境港市 9 8 3 5 49 49 0 1 962 325 1,411
日吉津村 0 2 1 1 3 6 0 0 67 47 127
大山町 6 10 2 15 21 25 0 2 505 177 763
南部町 2 2 1 3 6 11 0 0 290 80 395
伯耆町 4 2 0 5 6 6 0 0 334 103 460
日南町 2 0 3 0 2 2 0 0 307 34 350
日野町 2 1 3 1 12 2 0 0 138 38 197
江府町 1 0 0 0 13 12 1 0 174 34 238
合計 51 61 24 64 380 391 1 5 6,859 2,589 10,425
※固定：固定電話（ＩＰ電話含む。）　　※携帯：携帯電話

話
受
付
開
始

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進

課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　
体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
半
日
コ
ー
ス
）

と
き
　
10
日
㈰
午
前
８
時
30
分

行
き
先　

米
子
市
役
所
前
庭
集
合

～
成
実
方
面（
阿
陀
萱
神
社
ほ
か
） 

行
程
約
10
㎞
～
米
子
市
役
所
解
散

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
・
・
・
要
予
約

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―

５
４
２
６
）



真
っ
先
に　

男
女
を
女
男
と　

換
え
て
み
る　
　
　

一
般
応
募
作
品

米子市学校給食運営委員会の委員を募集します
　米子市の学校給食の運営に関する事項について、市民の皆さ
んの意見を聴かせていただくため、米子市学校給食運営委員会
の委員を募集します。会議は年４回程度開催する予定です。
■公募人数　２人　
■任期　平成25年４月から２年間
■応募資格　平成25年４月１日現在、満20歳以上で米子市
内にお住まいかまたは通勤、通学している方
■応募方法　学校給食について思うことを400字から800
字程度にまとめ、所定の申込書を同封のうえ、学校給食課
へ郵送または持参してください。
　申込書は、学校給食課または市役所本庁舎１階総合案内
でお受け取りください。また、米子市ホームページ（http://
www.city.yonago.lg.jp/）からダウンロードできます。応
募書類には必ず「委員応募」と明記してください。※ なお、
提出いただいた書類は、お返しいたしません。
■募集期間　１日（金）～15日（金）（当日消印有効）
■応募・問合せ　〒６８３－００４５　米子市大谷町２８番地
８　学校給食課（☎３３－４７５１、ＦＡＸ３３－４７５７、E
メール：kyushoku@city.yonago.lg.jp）

男女共同参画推進審議会の委員を募集します
　米子市では、「米子市男女共同参画推進条例」にもとづき、
男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、
性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮するこ
とができる男女共同参画参画社会の実現をめざし施策を推
進しています。
　このたび、米子市の男女共同参画推進施策についてご意
見をいただくため、米子市男女共同参画推進審議会の委員
を募集します。
■公募人数　３人
■任期　平成25年４月から２年間
■応募資格　平成25年４月１日現在、満20歳以上で米子市
にお住いか、通勤・通学している方
■応募方法　「男女共同参画推進審議会委員に応募する理
由・動機」を、600字から800字程度にまとめ、住所、氏名、
年齢、電話番号を明記のうえ、直接ご持参いただくか、郵送・
ＦＡＸ・Ｅメールなどでご応募ください。
※なお、提出いただいた書類は、お返しいたしません。（Ａ
４サイズの用紙を使用してください。）
■募集期間　１日（金）～20日（水）（※ 20日必着）
■選考方法　応募書類をもとに書類選考
■応募・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市東町１６１－２　
市役所第２庁舎　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、ＦＡ
Ｘ３７－３１８４、E メール：danjyo@city.yonago.lg.jp）

鳥取県後期高齢者医療懇話会委員を募集します
　後期高齢者医療制度の運営等について、被保険者の皆様の
ご意見を伺うために設置した懇話会の公募委員を募集します。
■公募人数　６名以内
■任期　平成25年４月１日～平成27年３月31日
■応募資格　鳥取県後期高齢者医療の被保険者（平成25年
４月１日現在）の方
■応募期限　18日（月）必着
■応募方法　募集要領についている応募申込書に、必要
事項を記載して提出してください。※募集要領・応募
申込書は、お問い合わせ先のほか、米子市保険年金課で
も配布しています。また、ホームページ（http://www.
koureikouiki-tottori.jp）からも印刷できます。
■応募先・問合せ　〒６８９－０７１４　鳥取県東伯郡湯梨
浜町龍島５００　鳥取県後期高齢者医療広域連合総務課

（☎０８５８－３２－１０９７、ＦＡＸ０８５８－３２－１０６７）

計画策定委員を募集します
　米子市障害者計画および障害福祉計画についてご意見を伺
うため、米子市障害者計画等策定委員会の委員を募集します。
■公募人数　２人
■任期　計画の策定が終了するまで（概ね２年程度を予定）
■応募資格　平成25年４月１日現在、満20歳以上で、米子
市内にお住まいか、通勤・通学している方
■応募締切　11日（月）必着
■応募方法　委員に応募する理由・動機を、400字から
800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を記入
のうえ、郵便またはＦＡＸで障がい者支援課まで送付して
ください。なお応募書類には必ず、「障害者計画策定委員会
委員応募」と明記してください。
■選考方法　応募書類をもとに、書類選考します。
■応募先・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市加茂町１
－１　障がい者支援課（☎２３－５１５３、ＦＡＸ２３－
５３９３）

書道・陶芸・木彫講座　受講生募集
○老人福祉センター

▼書道　毎週月曜日（月４回）午前10時～正午　30人程度

▼陶芸　毎週火曜日（月４回）午後１時～３時　24人程度

▼木彫　第１・３週の金曜日午前10時～午後３時　24人程度
※市内にお住まいの60歳以上の方で、２年間の受講が可能
な方（未経験者が望ましい。）
○老人憩の家趣味の作業所

▼陶芸　毎週火曜日　午前10時～午後３時
毎週水曜日　午前10時～正午　５人程度

▼木彫　毎週土曜日　午前10時～正午　５人程度
※市内にお住まいの60歳以上の方
■申込期限　15日（金）
※郵便はがき（「老人福祉センター」宛は往復はがき）に、
希望講座名・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明
記のうえ、お申込みください。なお、応募者多数の場合は
抽選となります。
■受講料　無料（材料代等実費）
■申込・問合せ

▼老人福祉センター　〒６８３－０８１１　米子市錦町１－
１３９－３　米子市老人福祉センター（☎２３－５４９１）

▼老人憩の家趣味の作業所　〒６８３－８６８６　米子市加
茂町１－１　長寿社会課（☎２３－５１５５）

米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）
会議室の予約開始時期を変更します

　米子市福祉保健総合センターの大会議室、中会議室の予
約開始時期を、平成25年４月１日受付分から、つぎのとお
り変更します。
■予約開始時期

▼福祉・保健目的の利用　使用日の９か月前の日

▼一般利用　使用日の５か月前の日
※会議室の使用時間は、午前９時から午後９時まで、休館
日は、毎週水曜日（水曜日が祝日の場合は木曜日）および年
末年始（12月29日から１月３日）です。
■問合せ　ふれあいの里（☎２３－５４９１）、http://www.
sanbg.com/hureai/



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（予定）

建築
年度棟 号

義 方 町
住 宅 義 方 町 202 中層耐火

４ 階 建 3LDK 26,000円
～51,000円 Ｈ７

陰 田 町
住 宅 陰 田 町 502 高層耐火

８ 階 建 2LDK 21,200円
～41,600円 Ｈ９

西 福 原
住 宅

西 福 原
８ 丁 目 14R1 803 高層耐火

８ 階 建 2LDK 22,600円
～44,500円 H14

■入居者の資格　
　現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む。）がある
方。ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単
身でのお申込みが可能です。／世帯の収入が公営住宅法に定め
る収入基準に合う方／現に住宅に困窮していることが明らかな
方／米子市税などに滞納がない方／暴力団員でないこと
■申込受付期間　１日（金）～7日（木）土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要となる場
合があります。添付書類については、建築住宅課にご確認くだ
さい。住宅申込書は建築住宅課、淀江支所地域生活課にありま
す。※米子市に住民登録されている方は、住民票の提出は必要
ありません。
■入居選考方法　11日（月）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　４月１日（月）
※次回の市営住宅入居者募集は４月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼11日（月）
午後１時～４時／市役所第２庁舎１階相談室／問人権政
策課（☎２３－５４１５）※鳥取地方法務局米子支局（☎
２２－６１６１）では、毎日相談に応じています。
■行政相談

国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼４日（月）、26日（火）
／市役所本庁舎４階402会議室。４月３日（水）／市役所
第２庁舎３階第３会議室。いずれも午後１時～４時／問市
民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・ヤミ金融等相談会

多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 22日

（金）午後１時30分～４時／米子コンベンションセンター
／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■米子市消費生活相談室

買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリン
グ・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日
午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁
舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■法律相談センター米子

法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、サラ金な
どについて、弁護士が相談に応じます。１件30分５千円。
※ただし、多重債務（クレジット、サラ金）の相談は無料、
要予約。 ▼毎週火曜日の午後３時～７時／米子天満屋５階

（受付：平日午前９時～午後５時）／問鳥取県弁護士会米子
支部（☎２３－５７１０）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼ 毎週月・水・金曜日（祝日・休日および年末年始は除
く。ただし、月・水曜日が祝日・休日の場合はその翌日）
の午前10時～午後３時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用2,000円、要予約。 ▼ 毎月第１・３月曜日（年末年始
は除く。月曜日が祝日・休日の場合はその翌日）午後１
時～３時／ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜日の午前
10時～午後３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約／問
米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■鳥取県行政書士会無料相談

相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビ
ザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。予
約不要。 ▼３日（日）午前10時30分～午後３時／イオン
米子駅前店４階男女共同参画センター会議室／問鳥取県
行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
※第９回かぷりあ祭参加事業です。

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先「

助
け
合
い
」「
認
め
合
い
」　

参
画
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会
の
キ
ー
ワ
ー
ド　
　
　

一
般
応
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作
品

中海自然再生協議会（第４期）
公募委員の募集のおしらせ

「中海自然再生協議会」では、このたび第４期の公募委
員を募集します。
■募集期間　１日（金）～31日（日）
■問合せ　中海自然再生協議会事務局（☎０８５２－２１
－４８８２）

保険年金課からのお知らせ
○国民健康保険料所得申告書の提出のお願い
　国民健康保険にご加入の方には、毎年、所得状況について
お知らせいただくようお願いをしています。申告書の用紙を３
月中旬に郵便でお届けしますので、ご提出ください。
○70～74歳の方の医療機関窓口負担の見直し
　70 ～ 74 歳の方の医療機関窓口での負担について、現行１
割負担の方は、平成25年４月から２割負担に見直されること
とされていましたが、平成25年４月から平成26年３月までの
１年間、窓口負担が１割に据え置かれます。ただし、既に３割
負担をしていただいている方、後期高齢者医療制度の対象と
なる一定の障がい認定を受けた方は除きます。
　これに伴い、国民健康保険加入の70～74歳の方の国民健康
保険被保険者証兼高齢受給者証（以下「保険証」といいます。）
を一斉更新します。新しい保険証は、３月下旬に簡易書留郵便
で送付します。新しい保険証が届きましたら、記載内容を確認
した後、現在お使いの古い保険証は、４月１日以降、各世帯で
破棄してください。保険証には個人情報が記載してあります。
破棄する際は、内容が読み取れないよう切断してください。
○国民健康保険（69歳以下の方）と後期高齢者医療保険の被
保険者証の更新は８月です
　現在交付しています被保険者証の有効期限は、平成25年７
月31日となっていますので、有効期限までお使いいただけま
す。８月以降にお使いいただく被保険者証は７月中旬に郵送の
予定です。
■問合せ  保険年金課（☎２３－５１２１・５１２２）
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平成24年度　第５回しゃべって未来や
「自分らしく生きる」夫を９年、妻を14年やっています。

性同一性障害を乗り越えて、夫から妻へ
変わった藤

ふ じ む ら

村梨
り さ

沙さんの体験談をお聞き
します。その後、藤村さんを囲んでのお
しゃべりコーナーもあります。
■講師　藤村梨沙さん
プロフィール
鳥取市在住。子ども２人。性同一性障害の治
療の為、性別適合手術を受ける。今年の夏、
戸籍の性別を変更する予定。

■とき　23日（土）午後１時～４時
　一部　講演会　午後１時～２時30分
　二部　おしゃべりコーナー　午後３時～４時
　※どちらか一方の参加でも可。
■ところ　米子市男女共同参画センター　かぷりあ（イオン米
子駅前店４階）
■参加人数　先着50名程度（申込不要）　※託児なし
■参加費　無料
■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９）、E-mail：
danjyo@ city.yonago.lg.jp

平成24年度　原子力関連施設見学会
鳥取県では、原子力発電についての正しい知識と、安全
対策などについて皆さんに知っていただくため、県民の
方を対象とした原子力関連施設見学会を開催します。
■見学日程　21日（木）午前10時30分～午後３時15分
・島根県原子力防災センター（松江市内中原町）
・島根原子力発電所（松江市鹿島町片句）（バス車内から

見学）
■集合場所　西部総合事務所　午前８時50分
　　　　　　境 港 市 役 所　午前９時30分
■応募締切　15日（金）必着　■募集人数　40名
■応募先　鳥取県危機管理局危機対策・情報課原子力
安全対策室　〒６８０－８５７０　鳥取県鳥取市東町一
丁目２７１（☎０８５７－２６ー７８５４、ＦＡＸ０８５７
－２６－８１３７）、E-mail：kikitaisaku-jouhou@pref.
tottori.jp ※応募人数が多い場合、抽選にて参加者を決
定させていただきます。
＜注意事項＞
◎ハガキに参加を希望されるすべての方の住所、氏名（ふ
りがな）、電話番号、生年月日、を記入のうえご応募く
ださい。ハガキ１枚で２名まで応募可。なお、電話やＦ
ＡＸ、メールでも申込みができます。
※電話での受付は、平日の午前９時～午後５時です。
◎参加費は無料です。
◎見学には本人確認書類が必要となります。

米子市婚活サポート事業第３弾！

餃子を作りながら素敵なパートナーを見つける「料理婚
活」イベントです。料理後は、皆で作った餃子を食べく
らべながら懇親を図ります。くわしくはホームページ

（http://www.balance-yonago.com/triathkon/）でご
確認ください。
■開 催 日　24日（日）午後２時（受付）（時間厳守）
■会 場　（料理婚活）スカイ米子

（懇親会）LAND&YEARS
■募集人数　男性12人　女性12人
■運 営　異業種交流団体バランス
■問 合 せ　☎０７０－５０５６－７３９１（武 良）

E-mail：info@balance-yonago.com

「よなごアカデミー」受講生募集
　米子市では、社会の急激な変化の中、市民一人一人がうる
おいと生きがいをもって、充実した生活を営むための専門的
な学習講座「よなごアカデミー」を開催しています。３月は、「鳥
取県の地震災害と防災」をテーマに３回の講座を１つのコース
として開催します。ぜひ、ご参加ください。
３月開催の講座　「鳥取県の地震災害と防災」

▼第１回　９日（土）午後１時30分～３時
「鳥取県の地震と地震災害」講師：放送大学鳥取学習センター
所長・鳥取大学名誉教授　西

に し だ

田良
りょうへい

平さん 

▼第２回　16日（土）午後１時30分～３時
「地域の防災・減災活動への取り組み」講師：鳥取大学大学院
工学研究科　社会基盤工学専攻　教授　松

ま つ み

見吉
よ し は る

晴さん

▼第３回　23日（土）午後１時30分～３時
「地盤の液状化について―原因と被害―」講師：鳥取大学大学
院工学研究科　社会基盤工学専攻　教授　清

し み ず

水正
ま さ よ し

喜さん
■会場　市役所第２庁舎２階第２会議室
■受講料　500円（３講座分）　■定員　30名
■応募方法　電話、またはＦＡＸでお申し込みください。申
込の際は、氏名、住所、電話番号をお知らせください。（定員
になり次第締め切ります。）
■申込・問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４、ＦＡＸ２３－
５４１４）
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■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　保健センター（ふれあいの里３階）
■受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合
は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の冊
子を読んできてください。体温は接種会場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H24年11月28日～12月15日生 ３月15日（金）
H24年12月16日～12月28日生 ３月28日（木）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受けてい
ない方も受けてください。

４種混合ワクチン導入のおしらせ（平成24年11月開始）
平成24年11月から、従来の３種混合ワクチンに代わって４
種混合ワクチン（ジフテリア、百日咳、破傷風、不活化ポリオ）
が定期予防接種に導入されました。
■対象年齢　生後３か月～７歳６か月未満　
■標準的な接種期間

初回接種（３回）：20日～56日までの間隔をおいて
追加接種（１回）：初回接種終了後、12か月から18か月後

※３種混合ワクチン、ポリオワクチンのいずれもまだ接種し
ていない方は、原則として４種混合ワクチンを接種してく
ださい。

※ポリオワクチンまたは３種混合ワクチンのいずれかのワク
チンを既に接種している方は、４種混合ワクチンの導入に
かかわらず、原則として３種混合ワクチンおよび単独の不
活化ポリオワクチンを接種してください。

■接種場所　米子市が委託している医療機関

献血のお知らせ
　医療に必要な血液は、多くの人々の善意と協力で確保さ
れています。ご理解とご協力をお願いします。
日 受付時間 献血会場

３日（日） 午前９時30分～午後５時
グランラセーレ米
子（ 米 原 ５ 丁 目 ）

10日（日） 午前10時～午後５時 イオンモール日吉津
15日（金） 午後１時～３時 西 部 総 合 事 務 所
24日（日） 午前９時～午後４時30分 ウ イ ン ズ 米 子
■献血ルーム「ひえづ」（場所：イオンモール日吉津東館１
階）でも行なっています。
■くわしくは鳥取県赤十字血液センター（☎３８－７１９４）
までお問い合わせください。

ポリオの予防接種は、
９月から医療機関での個別接種に変わりました

保健センターでの集団接種はありません。

不活化ポリオワクチンの追加接種（通算４回目）が、平成24年
10月23日から定期接種として認められました。
過去に、生ワクチンを受けそびれた方も、対象年齢内であれば、
不活化ワクチンを定期接種で受けることができます。
■接種場所　米子市が委託している医療機関

届きましたか？特定保健指導利用券
健診結果相談会・健康づくり懇談会のご案内

　米子市の特定健康診査または人間ドックを受けられた方で、対象者の方には、「健診結果相談会」「健康づくり懇談会」
のご案内（特定保健指導利用券）を随時お届けしています。
　これから先、脳卒中、心臓病、糖尿病などの生活習慣病を起こさないために、保健師、管理栄養士と一緒に健診結
果から健康について考えてみませんか。ご利用できる期間は３月末までです。お早目にお申し込みください。

腹囲（おへそ周り）ま
たはＢＭＩ（体格指数）
で肥満と判定

《危険リスク》
①血糖に異常
②血圧に異常
③血中脂質に異常
④（たばこを吸っている）

健 康 結 果 相 談 会
（動機づけ支援）

健康づくり懇談会
（積極的支援）
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かぞくのじかん～かえっこバ
ザールをみんなで楽しもう～
17日（日）午前10時～午後
４時30分。おもちゃの交換
システム「かえっこバザー
ル」をメインに、子どもに関
わる様々な体験活動を家族み
んなで楽しみます。おもちゃ
の持ち込みはカウンターで先
行受付中です。くわしくはセ
ンターだより、またはホーム
ページでご確認ください。
プラネタリウム「3月の星座」
「ヘルクレスのヒドラ退治」
平日…午後２・３時、春休み
中（25日（月）から）の平日…
午前 11時・午後２・３時、土・
日・祝日…午前11時・午後
１・２・３・４時の投影。幼児・
70歳以上の方無料、小中高
校生50円（土・日・祝は無料）、
大人300円。
マタニティプラネタリウム
８日（金）午前10時30分～
11時10分、対象：妊婦とそ
の家族、100 人、無料。星
空を眺めながら、胎教に良い
音楽を楽しみます。
天体観測会「月と木星」
23日（土）午後７時30分～９
時、雨天、曇天中止。対象：
どなたでも可、40名、無料。
９日（土）から電話受付。
ナイトプラネタリウム

23日（土）午後６時30分～７
時10分、大人300円、70歳
以上の方無料。リラクゼー
ションを目的とした大人のプ
ラネタリウムです。
えほんとわらべうた
３日（日）、０～１歳半：午後
１時30分～、１歳以上：２時
10分～。毎週水曜日、０～
１歳半：午前10時30分～、
１歳以上：11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
10日（日）午前11時～11時
30分、対象：幼児～大人。
大人が楽しむおはなし会
11日（月）午前10時30分～
正午、対象：大人。絵本や手遊
びなどを皆で楽しみます。持ち
物：お気に入りの絵本など。
紙芝居のじかん
16日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
23日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
27日（水）午前10時～正午、
予約不要、相談無料。元保育
士が、子育て中の保護者の悩
みの相談にのります。
みなとやまプレーパーク（協力：み
なとやまプレーパーク実行委員会）
毎週日曜日、午前10時～午
後４時30分。外で思いっき

り遊びます。対象：幼児～大
人、無料。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込。（１週間前まで。）

第10回ミュージアムスクー
ル　子ども美術上映会
小学３年生の新之助がヨー
ロッパの美術館巡りの旅に出
かけ、ボッティチェリ《春》
やレンブラント《夜警》など、
世界の名画を鑑賞する「こど
も世界名画の旅２」を学芸員
の楽しく分かりやすい解説を
交えて上映します。楽しみな
がら絵を観ることを通して、
子どもの豊かな感性をはぐく
みます。17日（日）午後２時
～３時30分（開場：午後１時
30分）、米子市児童文化セン
ター　第３クラブ室、席数：
40席程度、参加費：無料。※
事前申し込み不要、直接会場
にお越しください。※参加者
にはプレゼントがあります。
平成25年度米子市美術館展
示室貸出し受付のご案内
平成25年度米子市美術館展
示室貸出し受付を次のとおり
行ないます。15日（金） 午前
10時 ～10時15分。 米 子 市
役所第２庁舎２階第２会議室。
※当日は直接会場へお越し
ください。電話での申し込み
は受け付けておりません。申
込期間が重複した場合は抽選
になります。また、当日の受
付時間（午前10時15分）後の
利用申し込みは米子市美術館
仮事務所にて先着順で受け付

けます。※３月８日（金）から
米子市教育委員会文化課、米
子市美術館仮事務所、美術館
ホームページにて展示室の貸
出し期間をお知らせします。
※くわしくは美術館までお問
い合せください。

素鳳コレクション展「桃と端午
の節句～健やかな成長を願う～」
３月30日（土）～、会場：１階
第１展示室。
民話のへや
17日（日）午後１時30分～、
２階いろりの間、語り：ほう
き民話の会、内容：もの知り
じいさん　他３話。民話あれ
これ（酒

さ か

井
い

董
た だ よ し

美先生）※参加
ご希望の方は、米子市役所駐
車場をご利用ください。駐車
券を歴史館までお持ちいただ
きますと２時間無料です。
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜
日、21日（木）

常設展開催中
米子市で発掘された遺跡の出
土品を紹介しています。
■観覧料　無料
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜
日、21日（木）

代替図書館開設のお知らせ
現在、旧庁舎１階に代替図書
館を開設しています。一般
書、児童書の一部、新聞・雑



有

料

広

告

誌のコーナーを設け、貸出を
行なっています。返却ポスト
も設置しています。駐車場は
市役所の有料駐車場をご利用
ください。工事中の図書館の
リニューアルオープンは平成
25年８月頃の予定です。
つつじ読書会
２日（土）午後２時、旧庁舎１
階、『ギリシャ神話』下巻（前
半）呉

く れ

　茂
し げ い ち

一：著　新潮文庫
※次回は４月６日（土）。
楽しく漢文に学ぶ会
３日（日）午後１時30分、旧庁
舎２階、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

：
著（講談社学術文庫）を読みま
す。※次回は４月７日（日）。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしのぎ
んか・火曜の会）午前10時40
分～11時30分。
★12日（火）（毎月第２火曜日・
図書館職員）午後４時～
いずれも、旧庁舎１階和室、
絵本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど。
古文書研究会
23日（土） 午後１時30分、旧
庁舎２階、「鎖国制下の海外
漂流」～幕末に暴風雨のため
南方の地に漂流した難破船の
乗員の口述書～を読む。講師：
中
な か

　宏
こ う

さん。
伯耆文化研究会３月例会
９日（土）午後１時30分～※
場所は明道公民館
◎「伯耆のさいのかみ」発表
者　高

た か

島
し ま

信
し ん

平
ぺ い

さん。
◎「出雲大社遷宮－幻の慶応
度の遷宮を中心に－」発表者
　和

わ だ

田嘉
よ し ひ ろ

宥さん。
ビジネス支援
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
13日（水）午後２時～４時、
旧庁舎２階、予約先：日本政

策金融公庫米子支店（☎３４
－５８２１）
「特許無料相談」（要事前申込）
26日（火）午後１時～４時、
旧庁舎２階。主催・予約先：
米子市立図書館（☎２２－
２６１２）
■開館時間　午前10時～午
後６時
■今月の休館日　毎週月曜
日、31日（日）（月末資料整理）

レンジャーの早朝特別解説
早朝に来館してくださったお
客様を対象に、レンジャーが
早朝の水鳥に関する特別解説
をします。実施日：２日（土）、
３日（ 日 ）、10日（ 日 ）、16日

（土）、17日（日）、20日（水・祝）、
23日（土）、24日（日）、30日（土）、
31日（日）。（９日（土）は自然
観察会に代えさせていただき
ます。）午前７時30分～８時、
対象：小学生～大人、申込不要。
第18回米子水鳥公園絵画コ
ンクール作品展
小学生が描いた鳥の絵画を多
数展示します。展示作品は、
来館者の皆様の投票と審査員
によって審査し、入賞者を決
定して表彰します。展示期間：
～９日（土）まで。水鳥公園
ネイチャーセンター壁面に展
示します。
自然観察会「さよならコハク
チョウ！」
生 ま れ 故 郷 を 目 指 し て、
5,000km の旅に出発するコ
ハクチョウの群れを観察しま
す。９日（土）午前７時～８時
30分。対象：小学生から大
人まで。当日受付。集合：水
鳥公園ネイチャーセンター。
持ち物：暖かい服装でご参加

ください。
第６回中海の未来を子どもと
語る会
中海・宍道湖圏で環境学習活
動に取り組んでいる子どもグ
ループ同士の交流を図りま
す。10日（日）午後１時30分
～３時。対象：小学生から大
人まで。当日受付。
中海近郊写真勉強会写真展
中海周辺で撮影された野鳥な
どの自然に関する美しい写真
を多数展示します。11日（月）
～31日（日）。出展：中海近
郊写真勉強会。
手作り自然教室「羊毛フェル
トでかわいい水鳥ストラップ
を作ろう！」
羊毛フェルトでかわいい水鳥
の携帯電話ストラップをつ
くります。17日（日）午前10
時～正午。対象：小学生以
上、20名、要予約。参加費：
500円（入館料免除）。講師：
ノームの糸車。
■会場はすべて水鳥公園ネイ
チャーセンターです。
■米子水鳥公園の催しへの参
加には、入館料が必要です（高
校生～ 69歳は300円、その
他は無料）。
■水鳥公園のイベントは、
とっとり県民カレッジ連携講
座、環境省いきものめぐりス
タンプラリー対象企画です。
■開館時間　平日：午前８時
30分～午後５時30分、土・日・
祝：午前７時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜
日、21日（木）

３月ロビー展『陶器コレクション展』
出展者：しみずやさん
■入園料　

大人200円、小・中学生50円。
（市内にお住まいの方の料金。
受付でお申し出ください。）
■開園時間
午前９時30分～午後５時
■休園日　第２・第４水曜日

常設展『桜月　お雛様とともに…』
待ちに待った春の訪れ。心浮
き立つ　ひいなあそび。大切
に守られてきたお雛様に、会
いに来てください。４月９日

（火）まで開催。入館料：250
円（小学生以下無料）
手しごとギャラリーｋａｉｋｅ
『春色のおもてなし』
春の暮らしを彩る手仕事。木・
器・布たち…お楽しみくださ
い。４月30日（火）まで開催。
入館料：無料。
素鳳ふるさと館『ひなまつり』
イベント
16日（土）午前11時30分～
午後２時30分。皆生温泉お
かみ会による甘酒やちらし寿
司の振る舞い、上方落語の会、
大抽選会などの催しをご用意
して、沢山のお雛様とともに
皆様のお越しをお待ちしてお
ります。ひなまつりチケッ
ト代金：1,000円。お問い合
わせは皆生温泉旅館組合（☎
３４－２８８８）まで。
■開館時間　午前９時～午後
５時
■休館日　12日（火）、26日

（火）
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　クイナは、毎年冬になると水鳥公園で見られる鳥です。毎年みられるといっ
ても、その観察難易度はとても高く、姿を見る機会は少ないです。それなの
に、クイナは不思議なくらい一般の方に名前が知られています。その理由は、
世界で沖縄にしかいない珍鳥「ヤンバルクイナ」のおかげでしょう。ヤンバ
ルクイナの知名度の高さから、クイナはヤンバルクイナの仲間として認識さ
れているようです。また、クイナは俳句で夏の季語とされていますが、こち
らは夏鳥のヒクイナを指しているようです。
　クイナの観察が難しい理由は、生息環境と地味な姿、警戒心の強さにあります。
　まず、クイナの生息環境は水辺の茂みの中です。この時点で姿を見ること
自体が難しいのですが、さらにクイナは水辺の茂みに紛れる羽色をしていま
す。そのため、動かずにじっとしていると見つけられません。そして、クイ

ナはとても警戒心が強く、全身を露わにすることはほとんどありません。常に水辺の草むらに身を隠すように歩き、危険
を感じるとあっという間に茂みの中へ飛び込んでしまいます。歩き方も一歩一歩慎重で、抜き足差し足忍び足です。
　ここまでご紹介した内容が、私がもつ一般的なクイナのイメージです。ところが、2010年３月にこのようなクイナの
イメージを覆す珍事がありました。
　私が園内にある水鳥観察桟橋に立って鳥の観察をしていた時のことです。桟橋の右手のヨシ原から突然、ヒョコヒョコ
とクイナが歩いて出てきたのです。その距離わずか３ｍ。びっくりする私を気にすることなく、クイナは食べ物を探しな
がら私の目の前を歩き回り、最短で1.5ｍくらいまで近づいてきました。警戒心が強いクイナはもちろんのこと、他の野
鳥でもありえない警戒心の薄さに唖然としました。図鑑だけ読んでいると、「クイナはとても用心深い鳥」という先入観を
持ってしまいがちですが、実際に観察してみると、このような変わり者にも出会うことがあります。クイナにも個性があ
り、図鑑に書いてあることが全て正しいとは限らない、ということを実感しました。まさに「百聞は一見にしかず」ですね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水鳥公園指導員　桐

き り は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより
クイナ

３月に見られる生きものたち
カイツブリ類２種、サギ類３種、コハクチョウ、ツクシガモなどのカモ類10種以上、チュウヒなどのタ
カ類８種、オオジュリンなどの小鳥類。

「よなごの宝88選」から
　赤

あ か ご い わ

子岩　　《宝No.62》　　陰田町
　口

くち

陰
い ん

田
だ

公民館の玄関横に、小さな子供の足
あし

痕
あ と

が彫り込まれた大きな岩があります。
　昔々、陰田と大谷町の境の汐

しゃーざかい

境に棲
す

んでいた河童の親が、子河童を虐
ぎゃくたい

待されて復
ふくしゅう

讐
の鬼となり数々の災いをもたらしたため、通りがかりのお坊さんが、連れ去られた
漁師の子供の足痕を刻んで河童の怨

おんりょう

霊を鎮
しず

めたものと伝えられていま
す。この岩を撫で、身体の痛いところをさすると、腰痛をはじめどん
な痛みも治るといわれています。足痕のかたわらにある楔

くさび

の痕（矢
や

孔
あ な

）
は、霊験ある岩を大山寺の僧が切り取って持ち帰ろうとしたものだと

いわれています。お坊さんは弘法大師であったともいわれ地内のお堂に祀られています。
　また、総

そう せ ん

泉寺
じ

山
や ま

の大
おおたぬき

狸が戸
と か み

上の藤
とう な い

内狐
きつね

と化け比べをしてだまされ、この岩の上で荒尾の殿様に
鉄砲で撃たれて落命した、とも伝えています。
　もとは、県立米子西高等学校入口近くの出雲街道沿いにあり、江戸時代の絵図にも描かれてい
ましたが、昭和42年、国鉄貨物操車場の整備に伴い現在地に移されました。かつては市内の学校が清水寺への遠
足の際に必ずこの岩の由来が話されたといわれます。各地にある河童伝承を形として伝える数少ない遺物です。
　陰田にはこのほか、安来の清水寺にある毘

び し ゃ も ん て ん

沙門天の出現に関わる「毘沙門屋敷」、その発見を促した白狐を埋
めた「狐塚」、金の鶏が鳴いて福をもたらしたという「天

てん じ ん や ま

神山」、農作物に害を及ぼす三餓
が き

鬼が巣食った「魔
ま

ノ
の

神
か ん や ま

山」、餓鬼と闘
たたか

った犬田の神が態
たい せ い

勢を立て直すためにたてこもった「隠
かく

れが谷」、米子城主中村氏が除災を祈
き と う

祷
した「行

ぎょうじゃやま

者山」などの伝承や地名がたくさん残っています。【よなごの宝88選実行委員会】
お知らせ　第33回よなご88探宝会　３月17日（日）午後１時～４時、米子市新山界隈～白山･ククリヒメ伝承など～、
定員30名、参加費500円。申込方法：住所・氏名・電話番号を明記の上、郵便またはFAXで「よなごの宝88選事
務局」（東町161－2　文化課内、FAX23－5414）まで。
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